
ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
に
お
け
る
v
+
m
の
ド
グ
マ

―

そ

の

数

学

的

証

明

―

遠

藤

潔

本
稿
は
風
ニ
　
ス
．
キ
ス
に
よ
る
Ⅴ
＋
m
聖
究
換
価
値
の
分
解
W
の
数
学
的
検
討
が
そ

の
計
町
で
あ
る
。
．

マ
ル
・
ク
ス
に
よ
れ
ば
凧
各
個
の
商
品
＝
…
・
の
価
格
ま
た
は
交
換
価
値
（
e
書
評
ロ
g
？

a
b
訂
雇
l
u
且
は
三
つ
の
構
成
部
分
（
0
0
m
習
ロ
e
已
p
a
r
且
か
ら
成
る
と
か
、
或
い
は

労
働
質
銀
、
利
潤
、
地
代
に
分
解
さ
れ
る
（
r
e
邑
d
窮
甘
e
】
f
i
ロ
t
O
）
と
い
う
ア
ダ
ム
・

1
ド
ダ
マ

千
㌧
．
．
ス
町
所
説
は
商
品
価
値
は
Ⅴ
＋
m
忙
等
し
い
、
す
な
わ
ち
、
前
貸
可
変
資
本
の
価
値

プ
ラ
見
剰
余
価
値
に
等
し
い
、
と
い
う
こ
と
に
約
元
・
さ
れ
得
る
W
。
す
な
わ
ち
、
ス
ミ

ス
旺
甘
れ
ば
凧
第
四
の
部
分
が
…
…
借
地
農
業
者
の
資
本
を
補
填
す
る
た
め
に
、
ま
た

は
櫨
の
役
畜
及
び
そ
の
他
の
農
具
の
磨
損
を
補
填
す
る
た
め
に
、
必
要
に
見
え
る
か
も

し
れ
な
い
。
し
か
し
、
何
ら
か
の
農
具
の
価
格
、
た
と
え
ば
役
馬
の
価
格
は
、
そ
れ
自

体
や
は
り
前
記
聖
二
つ
の
部
分
か
ら
、
す
な
わ
ち
、
馬
が
飼
わ
れ
る
土
地
の
地
代
と
、

周
着
の
労
働
と
、
こ
の
土
地
の
地
代
及
び
こ
の
労
働
の
賃
銀
の
両
方
聖
削
賃
す
る
借
地

由
業
者
甲
利
潤
土
か
ら
構
成
さ
れ
る
、
と
・
い
う
こ
上
が
考
慮
に
入
れ
有
れ
ね
ば
な
ら
な

そ
れ
ゆ
え
、
・
穀
物
の
価
格
は
、
眉
の
価
格
及
び
維
持
費
を
捕
囁
す
る
で
・
ほ
あ
ろ
う

し
か
し
全
価
格
は
平
時
り
直
接
虹
・
か
、
ま
た
は
結
局
に
お
山
て
、
・
同
じ
三
．
つ
・
の

部
分
に
、
地
代
「
労
働
…
･
･
･
及
び
利
潤
に
分
解
さ
れ
る
甲
で
あ
る
す
な
わ
ち
マ

ル
グ
．
．
ヌ
忙
よ
れ
ば
凧
彼
．
。
ハ
ス
㌣
、
ス
）

は
、
穀
物
の
価
格
畔
Ⅴ
十
m
か
ら
成
る
の
革
で
は

な
く
、
穀
物
生
産
に
お
い
て
消
費
さ
れ
た
生
産
手
段
の
価
格
か
ら
重
、
し
た
が
っ
て
、

借
地
農
業
者
が
労
働
力
に
投
じ
た
の
で
は
な
い
盟
本
価
値
か
ら
も
成
る
、
い
う
こ
と

を
認
め
て
い
る
。
し
か
し
∵
彼
は
言
う
。
す
べ
で
の
こ
れ
ら
の
生
産
手
段
自
体
の
価
格

も
、
穀
物
の
価
格
と
同
じ
に
、
Ⅴ
＋
m
に
分
れ
る
、
と
。
た
だ
ス
ミ
ス
は
次
の
よ
う
に

言
い
足
す
田
を
忘
れ
て
い
る
。
更
に
、
な
お
そ
れ
ら
の
生
産
手
段
自
体
の
生
産
に
お
い

て
消
費
さ
れ
た
生
産
手
段
の
価
格
革
分
れ
る
、
．
と
。
・
櫨
は
、
一
つ
の
生
産
部
門
か
ら
他

の
生
産
部
門
へ
、
そ
こ
か
ら
更
に
堅
こ
の
生
産
部
門
に
転
ず
る
こ
と
を
命
ず
る
。
商
品

の
金
価
格
が
『
直
嘩
虹
』
か
ま
た
は
　
『
結
局
に
お
い
て
』
　
（
u
－
t
i
m
a
t
e
百
）
か
Ⅴ
．
＋
血

に
分
解
き
れ
る
と
い
う
こ
と
は
、
祝
の
こ
と
が
論
証
さ
れ
た
場
合
に
の
み
、
空
虚
な
遁

辞
で
な
く
な
る
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、
そ
の
価
格
が
直
接
に
C
　
（
消
費
さ
れ
た
生
産

手
段
の
価
格
）
＋
Ⅴ
十
m
に
分
解
さ
れ
る
商
品
生
産
物
は
、
結
局
は
「
か
の
．
『
消
費
さ

れ
た
生
産
手
偏
』
を
そ
の
全
範
囲
に
わ
た
り
・
て
補
填
し
、
し
か
も
そ
れ
自
体
は
単
な
る

可
変
資
本
投
下
、
す
な
わ
ち
労
．
働
力
に
投
ぜ
ら
れ
る
資
本
の
投
下
に
よ
っ
て
生
産
さ
れ

る
商
品
生
産
物
に
よ
っ
て
、
．
感
嘆
さ
れ
為
と
い
う
こ
と
が
論
．
証
さ
れ
七
場
合
で
あ
る
．
。

．
そ
の
場
合
に
は
、
後
の
方
由
商
品
生
産
物
の
価
格
は
直
接
に
甘
・
十
m
に
等
し
い
で
あ
ろ

う
。
し
た
が
っ
て
」
前
の
方
の
商
品
生
産
物
の
価
格
C
・
＋
Ⅴ
＋
m
」
こ
こ
で
は
C
は
不

慧
芸
骨
昔
し
て
現
わ
れ
る
つ
車
．
恕
局
峠
Ⅴ
＋
坤
に
分
解
さ
れ
得
る
で
あ
ろ
う
W



で
は
い
か
に
し
て
も
『
直
接
に
』
は
v
＋
m
に
等
し
い
価
格
の
後
の
方
の
商
品
生
産
物

を
見
出
し
え
な
い
前
の
方
の
商
品
生
産
物
の
価
格
は
『
結
局
に
お
い
て
』
（
巳
江
日
巴
匹
匂
）

v
＋
m
に
分
解
さ
れ
え
な
い
で
あ
ろ
う
か
？
　
こ
の
こ
と
の
数
学
的
検
討
が
本
稿
の
目

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㈲

的
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
《
各
個
の
商
品
》
に
つ
い
て
い
え
る
こ
と
は
《
し
た
が
っ
て
ま

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
m

た
社
会
の
年
生
産
物
を
構
成
す
る
一
切
の
商
品
を
合
せ
》
た
も
の
に
つ
い
て
も
い
え

る
。　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
遥
　
－
　
酬

H
昌
臼
誘
け
蔓
」

．
甘
昔
ω
言
笥
ト
◎

甘
臼
誘
胃
ペ
ロ

↑
巴
8
弓

冒
巴
↑
巴
8
吟

甘
合
ω
け
昌
ピ
　
甘
合
留
蔓
N
：
・
…
…
甘
合
ω
［
昌
昌

3
戸

書“
ピ

☆
巳

☆
㍍
：
．
・
：
．
：
．
：
．
：
☆
＝

☆
ぱ
・
．
：
：
．
：
．
：
．
．
．
☆
ご

⇔
こ
．
．
．
．
．
．
・
：
・
：
・
：
亀
s
；

⇔
言
：
．
：
．
…
．
：
．
：
⇔
三

〉
三

》
θ
柏
…
：
：
：
…
・
：
P
°
治

　
《
ニ
　
ス
ミ
ス
に
よ
る
v
＋
m
へ
の
交
換
価
値
の
分
解
》
を
数
学
的
に
扱
え
る
よ
う

な
簡
単
な
解
釈
に
お
き
か
え
る
と
つ
ぎ
の
よ
う
に
な
る
。
《
各
個
の
商
晶
の
価
格
ま
た

　
　
　
　
㈲
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
～

は
交
換
価
値
》
を
W
、
G
を
不
変
資
本
、
▽
を
可
変
資
本
m
を
剰
余
価
値
、
添
字
の
．
2

が
小
さ
い
ほ
ど
前
の
方
の
商
品
生
産
物
と
す
れ
ぽ
、
笥
‖
＜
°
十
日
゜
＋
o
°
‖
＜
°
十
日
゜
＋
＜
H

十
日
戸
十
♪
‖
く
゜
十
く
μ
＋
5
十
日
゜
＋
日
声
＋
日
N
十
〇
柏
‖
…
…
と
い
う
形
に
な
る
。
と
こ
ろ
で
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㈲

《
各
個
の
商
品
V
に
と
っ
て
《
後
の
方
の
商
品
生
産
物
》
は
二
種
類
つ
つ
順
次
に
現
わ

れ
る
も
の
で
は
な
く
：
数
種
類
つ
つ
が
同
時
に
現
わ
れ
多
岐
に
亘
る
も
の
で
あ
る
。
且

つ
、
そ
う
し
た
も
の
の
連
鎖
で
あ
る
。
そ
こ
で
第
一
表
を
作
成
す
る
。
亀
こ
は
甘
合
留
蔓

、
部
門
の
生
産
物
一
ミ
驚
さ
亀
ミ
§
謙
を
生
産
す
る
に
要
す
る
5
●
5
叶
還
」
部
門
の
生

産
物
量
を
示
す
。
⇔
巳
は
冒
口
5
［
蔓
、
部
門
の
生
産
物
一
曽
［
窪
息
巴
旨
＃
を
生
産
す
る

に
要
す
る
マ
ル
ク
ス
の
い
わ
ゆ
る
《
生
ぎ
た
労
働
V
（
ピ
o
ぴ
o
昆
戯
o
》
吟
ぴ
0
5
を
表
わ

し
、
そ
の
対
象
化
し
た
も
の
が
、
v
＋
m
に
な
る
。
し
た
が
っ
て
、
《
ニ
　
ス
ミ
ス
に

ょ
る
v
＋
m
へ
の
交
換
価
値
の
分
解
》
は
《
生
き
た
労
働
》
に
分
解
す
る
こ
と
で
あ
る
。

跨
こ
は
甘
匹
口
ω
☆
ぺ
＼
部
門
の
生
産
物
戸
ミ
篭
さ
息
ミ
↑
§
告
に
含
ま
れ
て
い
る
総
労
働

を
表
わ
し
、
マ
ル
ク
ス
の
い
わ
ゆ
る
《
生
産
物
価
値
》
（
㊥
『
8
口
宣
o
づ
≦
o
詳
）
を
示
し

て
い
る
。
’
こ
こ
に
ミ
篭
さ
ミ
ミ
§
ミ
と
い
う
の
は
、
各
部
門
の
生
産
物
一
単
位
を
生

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

産
す
る
に
要
す
る
諸
要
素
が
、
つ
ぎ
の
条
件
を
満
足
す
る
よ
う
に
、
同
じ
大
い
さ
で
す

べ
て
の
要
素
を
除
し
た
結
果
（
例
え
ば
Q
で
除
し
た
の
な
ら
ー
＼
Q
単
位
）
が
一
§
、
㌻

さ
災
ミ
s
§
告
で
あ
る
。
そ
こ
で
第
一
表
の
諸
要
素
の
条
件
は
、

　
　
　
魯
こ
W
O
　
　
（
〉
＼
1
1
じ
N
・
三
“
）
　
　
（
↑
）

　
　
　
M
言
こ
く
一
（
〔
＼
1
1
戸
ふ
“
・
三
S
）
　
　
（
N
）

　
　
　
S
1
1
一

　
そ
こ
で
第
一
表
を
用
い
て
H
昆
易
☆
ペ
一
部
門
の
生
産
物
戸
ミ
註
さ
亀
ミ
§
告
の
価

格
ま
た
は
交
換
価
値
を
入
v
三
へ
：
盆
W
し
ξ
・
ま
ず
・
最
初
の
分
解
で
は
・

（
こ
れ
を
担
で
表
わ
し
、
．
2
回
目
の
分
解
は
担
で
示
す
）
烈
の
欄
の
よ
う
に
な
る
。

不
変
資
本
部
分

凡
　
　
砺
砺
…
…
…
吐

　
　
　
　
　
　
　
　
α

v
＋
m
部
分
1
1
生
き
た
労
働

妬

一

2

一

川
川
　
　
　
　
姐

認
ユ
…
…
…
綱

匂
吻
　
　
砺

匂パ陶
o
o



馬

㍗
㍗
　
　
㍗

0
2O
2
@
　
　
0
2

侮
晦
　
　
碗

侮
翫
　
　
侮

侮
ら
　
　
刷

…

…

㍗

0
2
輪伽妬

㍉

　
以
下
つ
ぎ
つ
ぎ
と
分
解
が
行
な
わ
れ
（
悟
と
な
る
）

そ
の
結
果
、
分
解
さ
れ
つ
く
し
た
結
果
と
し
て
の
v
＋
m
す
な
わ
ち
《
生
き
た
労
働
》

の
総
和
は
、
つ
ぎ
の
式
で
表
わ
さ
れ
る
。
尚
、
凡
以
降
の
分
解
に
つ
い
て
は
、
附
表

ω
を
参
照
さ
れ
た
い
。
総
和
を
》
さ
で
示
せ
ば
、

　
　
　
（
、
‖
ゲ
N
・
…
三
s
）

が
得
ら
れ
る
。
そ
こ
で
、
ま
ず
こ
の
〉
ご
を
求
め
て
、
そ
こ
か
ら
つ
ぎ
の
》
三
と
を
、

最
後
に
比
較
し
よ
う
。
第
一
表
か
ら
、
諸
要
素
の
経
済
的
意
味
、
す
な
わ
ち
、
《
各
個

の
商
品
》
の
《
価
格
ま
た
は
交
換
価
値
》
つ
ま
り
《
各
個
の
商
品
》
に
含
ま
れ
て
い
る

総
労
働
〉
°
＼
は
ぽ
8
、
に
含
ま
れ
て
い
る
労
働
と
⇔
言
と
の
和
に
等
し
い
。

　
　
　
　
　
　
、
1
1
】

さ
て
、
③
か
ら
卵
ミ
を
求
め
る
こ
と
に
し
よ
う
。

》
　
‖

　
、

切
こ
‖

弓
ム

か
は
、
A
の
固
有
値
で
あ
る
。

　
　
　
一
》
ー
〉
国
一
‖
O

を
求
め
れ
ば
、
一
》
ー
〉
国
一
‖
O
か
ら

　
　
　
（
》
ー
〉
団
）
×
1
1
0

で
0
で
な
い
ベ
ク
ト
ル
X
が
あ
る
か
ら
、

　
　
　
〉
×
1
1
＞
×

よ
っ
て

　
　
　
　
　
　
　
ロ

　
　
　
〉
き
‖
】
ぶ
ミ
＼

　
　
　
　
　
　
　
、
1
1
】

で
、
爪
ミ
ミ
ぎ
一
と
す
れ
ば

　
　
　
戸
心
S
ト
s

　
　
　
　
　
　
　
　
ま

　
　
　
＝
二
き
一
爪
M
⇔
こ
ぎ
一
く
、

　
　
　
　
　
　
　
　
、
H
】

よ
っ
て
、
⊥
S
一
丙
．
z
を
と
れ
ば
一
三
く
一
で
あ
る
。
こ
こ
で
附
言
し
て
お
く
が
②
の
式

で
ミ
S
ミ
ミ
ミ
§
謙
を
作
っ
た
が
、
②
で
、
M
言
こ
く
一
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ベ
ロ
ら

そ
こ
で
、
A
の
固
有
値
を
さ
（
へ
‖
子
N
：
：
三
切
）
と
す
れ
ば
、
下
一
〈
」
で
あ
る
。

　
㈲
を
求
め
る
た
め
に
、

　
　
　
　
、
ぎ
（
〉
）
1
1
」
十
〉
十
㌔
＋
…
…
十
〉
さ

と
お
く
。

一

3

一



　
　
ヨ

　
白
〉
・
‖
、
．
（
》
）

　
ヤ
ロ
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぐ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ

　
　
　
　
　
‖
、
§
（
弓
切
弓
↓
）
　
　
　
　
　
°

　
　
　
　
　
1
1
弓
、
§
（
U
d
）
弓
よ

　
⑤
は
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
し
て
証
明
さ
れ
る
。
A
が
甘
a
①
ロ
標
準
形
に
変
換
さ
れ
、

そ
の
小
行
列
鱒
ロ
ニ
と
す
れ
ば
、

こ
の
切
二
に
つ
い
て
、
・

蜴
㌔
1
1

（
ミ
S
神
）

ー
§
（
§
ー
戸
）
…
…
（
§
ー
㌔
十
ピ
）

　
　
　
　
　
　
ビ
N
ー
：
・
●

　
　
　
、
（
〉
）
　
‖
一
十
㍉
十
㌔
十
：
・
…
十
ヤ

　
　
　
、
（
切
＝
）
1
1
国
十
切
こ
十
切
こ
泣
十
…
十
ロ
こ
㌔
　
　
　
　
　
　
　
　
・

こ
ζ
で
ロ
ニ
§
の
代
り
に
ロ
こ
s
の
右
辺
を
、
（
b
d
二
）
に
代
入
す
れ
ば
、
（
切
二
）
の
第
・
z

行
、
方
（
．
2
十
s
）
の
要
素
列
は
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
な
る
。

　
　 @泌
§
（
§
l
P
）
…
・
三
（
§
ー
切
　
　
ゲ
N
…
…
切
）
・
・
－
－
三
泄
三
切
、
・
、
）
（
ご

よ
っ
て
⑤
が
証
明
さ
れ
た
。

　
そ
こ
で
、
十
分
大
き
い
勿
に
対
し
て
切
二
、
の
各
要
素
の
大
い
さ
を
求
め
よ
う
。
他

な
ら
ぬ
】
露
（
｝
．
．
．
．
薩
（
§
甘
＞
i
（
こ
を
求
め
る
，
・
と
で
あ
・
。

ま
ず
＼
ミ
（
“
（
）
か
ら
求
め
て
い
こ
う
。

　
　
　
、
§
（
、
（
）
‖
一
十
き
十
…
ー
十
、
恥
ミ

　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぽ

　
と
こ
ろ
で
、
ば
日
、
s
・
（
さ
）
1
1
図
鳶
§
が
収
束
な
ら
、
　
項
別
に
微
分
可
能
で
、

　
　
　
　
　
　
昌
ピ
↓
♪
u

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
§
1
1
0

原
級
数
と
同
一
の
収
敏
半
径
を
有
す
る
か
ら
、

誇
鼻
、
、
ぎ
・
）
－
叶
働
・
（
・
⊥
）
》
。
－
。

詣
（
斗
）
㌫
言
－
．
・
（
ご
－
（
礼
三
粋
盲
⊥
）
三
ぎ
＋
N
ぎ
．
－
・
＋
、

は
収
束
で
パ

　
　 @
㍗
さ
．
－
μ
－
（
　
H
↑
ー
さ
）
。

一
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一



　
　

　
　 @
（
一
§
ー
H
）
㍍
－
声
：
⊥
）
…
・
・
（
〔
ミ
N
）
、
・
・
．
ー
－
乳
司

　
　
　
亙
く
」

こ
れ
は
、
絶
対
収
敏
な
る
級
数
の
コ
ー
シ
ー
の
乗
積
級
数
は
絶
対
収
敏
で
、
上
述
の
ご

と
く
な
る
。

か
く
て
、

　
　
ば
日
、
暑
（
ロ
こ
）

　
　
§
⊥
▼
8

⑤
の
S
s
（
切
二
）
は
勿
↓
8
の
と
き

ド

↑

（
声[
さ
）
臆
（
戸
ー
至
）
。
。

　
声
　
　
　
　
一

戸
ー
さ
　
　
（
一
－
予
）
柏
…
…

　
　
　
　
　
声

　
　
　
　
一
ー
さ

一

：
：
．
．
（
」
ー
さ
）
＾
巷
↓
∨

　
　
　
　
↑

　
　
（
」
ー
〔
）
（
s
l
恒
）

　
　
　
　
声

一

（
戸
[
さ
）
治

　
　
」

（
一
P
さ
）
（
s
－
じ

　
　
」

　
　
　
　
　
ヨ
の

か
く
て
⑤
の
M
由
．
は
日
↓
8
の
と
き
、

　
　
　
　
　
・
1
1
〔
．

　
　
ま
コ
　
　
　
　
　
　
　
ど

ば
日
　
M
一
》
・
‖
M
｝
〉
・
1
1
弓

日
↓
8
●
1
1
0
　
　
　
　
　
」
H
O

　
　
　
　
　
　
（
ド
ー
、
s
）
（
〒
㏄
）
（
」
ー
、
°
）
（
包
↓
）

　
　

　
　
　
　
目
↓
♂

　
㈲
を
③
に
代
入
す
れ
ば
、

が
得
ら
れ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ご

　
弓
陪
［
［
こ
］
弓
⊥
を
冒
こ
］
と
お
け
ば
、
》
ミ
は
㈹
の
計
算
か
ら
、
つ
ぎ
の
よ
う

に
な
る
o
　
　
　
　
　
　
「
　
　
　
　
　
．
　
　
　
　
　
　
　
…
’

　
　

　
　
　
　
十
・
：
：
：
・
：
：
・
：

　
　 @
　
⊥
ポ
把
日
恒
泌
自
．
さ
。
9
弍
、
順
誹
礼
．
二
☆
、
⊥
ポ
泌
古
恒
泌

　
　
　
　
⇔
言
計
（
蕊
↓
＋
o
ミ
（
連
1
り
＋
㌔
）
三
こ

　
　
　
　
　
　
　
（
一
ー
》
）
↑
u

　
　

{
－
－
計
泌
±
）
舟
泌
☆
．
雪
い
…
扉
葉
、
－
…
・
－
（
曵
）

と
こ
ろ
で
、
こ
こ
で
は
ば
目
、
さ
（
切
＝
）
は
Z
次
、
以
下
、
出
日
〉
（
じ
d
＾
袖
）
も
夫
々
、
正

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
　
ぎ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヨ
　
ソ
ど

方
小
行
列
で
、
』
澤
、
謹
（
切
：
）
は
s
次
の
小
行
列
で
あ
る
・
以
上
》
言
の
計
算
に
お
い

て
は
、
い
く
つ
か
の
重
要
な
数
学
上
の
仮
定
が
、
前
提
さ
れ
て
い
る
が
そ
れ
に
触
れ
る

前
に
、
④
の
》
・
・
．
を
求
め
て
お
．
」
づ
○
④
は
つ
ぎ
の
よ
う
で
あ
っ
た
。

一

5

一



［
》
°
μ
…
》
°
二
（
歩
ー
国
）
ー
［
》
°
　
…
》
°
二
↓
（
切
ー
国
）
呼
⊥

［
』
三
ー
〉
°
㌔
↓
（
切
ー
国
）
‖
ー
冒
゜
戸
…
烏
θ
二
呼

［
』
自
：
・
》
°
～
］
弓
1
1
ー
［
⇔
°
　
…
烏
三
］
弓
（
切
ー
国
）
己

［
〉
°
μ
…
》
°
s
］
1
1
ー
冒
゜
声
…
⇔
°
こ
］
弓
（
ロ
ー
国
）
⊥
吋
⊥
…
…
（
°
。
）

そ
こ
で
〉
巳
を
求
め
れ
ば
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
な
る
。

T
は
口
こ
〕
．
弓
－
】
は
〔
ミ
こ
〕
と
す
る
。

…
．

十
団
‖
］
］
W
弓
」
ー
団

　
‖
弓
］
W
弓
⊥
1
山
㏄
国
］
り
ー
一

　
1
1
弓
（
U
d
ー
国
）
弓
⊥

　
　
　
　
　
1
1
ー
［
亀
O
一
．
．
．
亀
O
吉
］

　
　
　
　
　
　
ロ
　

．
　
　
．
一

　
、
°

あ
る
い
は
同
じ
こ
と
で
あ
る
が
ロ
ー
国
の
小
行
列
　
　
、

そ
こ
で
（
b
d
ー
国
）
⊥
を
求
め
よ
う
。
　
結
果
を
示
せ
ば
、
つ
ぎ
の
よ
う
で
あ
る
。

（
ロ
ー
ロ
〉
工
1
1

一

（
＾
3
1
戸
）
へ
己

　
　
　
　
（
＞
1
ご
（
1
国

　
　
へ
当

匂
さ

ジ
　
戸

（
P
ー
一
）
・
－
」
…
：
．
．
．
．
…
…
：
H

　
．
．
◆
°
　
⌒
　
　
戸

（
予
l
H
）
．
↓
　
、
s
ー
一

　
　
（
、
’
r
一
）
匂
工

．
　
あ
る
い
は
同
じ
こ
と
で
あ
る
が
（
ロ
ー
同
）
⊥
の
小
行
列
（
O
O
＝
ー
国
二
）
坪
ご
次
と

す
れ
ば
、

そ
こ
で
（
切
ー
団
）
⊥
の
右
辺
を
⑧
に
代
入
し
て
》
三
を
求
め
れ
ば
、

一
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（
、
蕊
§
｛
鴇
ゴ
ご
＋
－
＋
㎜
麺
烏
言
。
ミ
．
帥
藻
詑
＋
．
．
、
＋

　
　
…
：
…
…
…
…
…
・
（
o
。
w
）

　
以
上
の
こ
と
か
ら
、
A
の
す
べ
て
の
要
素
お
よ
び
自
ミ
（
＼
1
ー
ピ
N
・
三
∨
s
）
が
分
れ
ば

（
そ
し
て
分
り
う
る
、
す
な
わ
ち
測
定
し
う
の
で
あ
る
が
）
上
述
し
た
よ
う
に
、
《
ニ

ス
ミ
ス
に
よ
る
v
＋
m
へ
の
交
換
価
値
の
分
解
V
に
よ
っ
て
得
ら
れ
る
（
3
　
の
〉
巳

と
、
《
各
個
の
商
品
》
に
含
ま
れ
て
い
る
総
労
働
を
未
知
数
と
し
て
い
き
な
り
〉
ミ
と

お
い
て
得
ら
れ
る
（
o
。
－
）
の
跨
巳
と
の
比
較
の
問
題
が
残
っ
て
い
る
。
実
は
、
経
済
学

的
に
は
こ
の
（
べ
、
）
の
》
°
、
と
（
°
b
、
）
の
》
ご
と
の
大
小
の
比
較
が
重
要
な
の
で
あ
る
。

マ
ル
ク
ス
に
よ
れ
ば
《
ニ
　
ス
ミ
ス
に
よ
る
v
＋
m
へ
の
交
換
価
値
の
分
解
》
が
《
空

　
　
　
　
　
　
　
　
o
o

虚
な
遁
辞
で
な
く
な
る
》
の
は
《
そ
の
価
格
が
（
ど
こ
か
で
…
筆
者
）
直
接
に
c
（
消
費

さ
れ
た
生
産
手
段
の
価
格
）
＋
v
＋
m
に
分
解
さ
れ
る
商
品
生
産
物
は
、
結
局
は
、
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
　
　
　
　
　
　
　
　

の
『
消
費
さ
れ
た
生
産
手
段
』
’
を
そ
の
全
範
囲
に
わ
た
っ
て
補
填
し
、
し
か
も
そ
れ
自

ゆ
　
　
　
コ
　
　
　
　
　
　
　
コ
　
　
　
　
　
　
　
ロ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

体
は
単
な
る
可
変
資
本
す
な
わ
ち
、
労
働
力
に
投
ぜ
ら
れ
る
資
本
の
投
下
に
よ
っ
て
生

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
0
2

産
さ
れ
る
商
品
生
産
物
に
よ
っ
て
、
補
填
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
が
論
証
さ
れ
た
場
合
》

の
み
で
あ
る
。
い
い
か
え
れ
ば
、
マ
ル
ク
ス
の
考
え
で
は
、
そ
の
価
格
が
『
直
接
に
』
か

ま
た
は
『
結
局
に
お
い
て
』
v
＋
m
に
分
解
さ
れ
う
る
の
は
、
そ
の
商
品
生
産
物
の
生
産

　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

に
消
費
さ
れ
た
《
後
の
方
》
の
商
品
生
産
物
が
、
《
後
の
方
》
へ
の
こ
う
し
た
消
費
さ

れ
た
生
産
手
段
た
る
商
品
生
産
物
の
連
鎖
の
ど
こ
か
で
、
そ
こ
か
ら
先
は
も
は
や
《
後

の
方
》
の
商
品
生
産
物
、
つ
ま
り
生
産
手
段
と
し
て
消
費
さ
れ
た
《
後
の
方
》
の
商
品

生
産
物
が
現
わ
れ
な
く
な
る
。
つ
ま
り
《
後
の
方
》
へ
の
遡
及
的
な
生
産
手
段
を
追
う

旅
は
そ
こ
で
業
わ
り
、
そ
の
連
鎖
が
途
切
れ
る
と
こ
ろ
で
は
、
《
後
の
方
》
の
一
番
最
後

に
く
る
生
産
手
段
と
し
て
、
生
産
手
段
を
全
く
用
い
ず
に
労
働
だ
け
で
生
産
さ
れ
た
商

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

品
生
産
物
が
現
わ
れ
る
。
マ
ル
ク
ス
に
よ
れ
ば
、
こ
う
し
た
場
合
に
だ
け
商
品
生
産
物

は
v
＋
m
に
分
解
さ
れ
う
る
、
と
い
う
の
で
あ
る
。
と
い
う
こ
と
は
、
い
い
か
え
れ
ば

こ
う
し
た
都
合
の
い
い
商
品
生
産
物
が
現
わ
れ
な
い
場
合
、
す
な
わ
ち
、
そ
の
商
品
生

産
物
の
生
産
に
消
費
さ
れ
た
《
後
の
方
》
の
生
産
手
段
が
、
ど
こ
ま
で
い
っ
て
も
、
現
わ

れ
て
く
る
場
合
、
単
純
に
は
≦
ー
（
く
゜
－
†
く
戸
…
三
（
＋
（
日
゜
＋
日
戸
＋
…
）
が
ど
こ
ま
で

も
つ
づ
く
場
合
は
、
《
商
品
の
全
価
格
が
『
直
接
に
』
か
ま
た
は
『
結
局
に
お
い
て
』

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

か
v
＋
m
に
分
解
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
は
…
…
完
全
な
遁
辞
》
に
す
ぎ
な
い
。
マ
ル
ク

ス
に
よ
れ
ば
、
そ
う
し
た
都
合
の
よ
い
商
品
生
産
物
に
（
《
後
の
方
V
で
、
そ
れ
も
辛

抱
の
で
き
る
有
限
回
の
遡
及
で
）
出
喰
わ
す
こ
と
の
な
い
商
品
生
産
物
の
価
格
ま
た
は

交
換
価
値
を
v
＋
m
に
分
解
す
る
こ
と
は
、
《
空
虚
な
遁
辞
V
で
あ
っ
て
、
《
商
品
価

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
0
9

値
か
ら
資
本
の
不
変
的
価
値
部
分
を
追
出
そ
う
と
す
る
》
も
の
で
あ
り
、
社
会
の
《
年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

生
産
物
の
不
変
的
価
値
部
分
を
追
出
す
》
も
の
で
あ
る
。
い
い
か
え
れ
ば
、
《
こ
の
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

と
は
、
そ
れ
以
前
の
諸
年
か
ら
受
継
が
れ
た
労
働
手
段
及
び
労
働
対
象
の
助
力
》
を
追

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
0
9

出
す
こ
と
に
よ
っ
て
《
各
国
民
の
年
労
働
》
が
《
国
民
が
一
年
中
に
消
費
す
る
…
…
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

べ
て
の
生
活
手
段
を
各
国
民
に
本
源
的
に
給
与
す
る
基
本
で
あ
る
》
こ
と
を
《
不
可

能
》
な
ら
し
め
る
こ
と
で
あ
る
。
い
い
か
え
れ
ば
、
　
『
結
局
に
お
い
て
』
マ
ル
ク
ス
の

い
う
よ
う
に
、
都
合
の
よ
い
商
品
生
産
物
に
遭
遇
す
る
こ
と
な
く
、
《
後
の
方
V
へ
の

コ
　
　
　

無
限
の
遡
及
の
旅
を
し
た
場
合
に
得
ら
れ
る
結
果
で
あ
る
。
　
（
『
．
）
の
》
θ
、
は
、
そ
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

で
は
な
い
（
G
。
、
）
の
〉
°
s
よ
り
も
小
さ
い
で
あ
ろ
う
か
？
　
つ
ま
り
、

　
　
　
》
忘
く
》
9
炉
、
‖
》
°
ご
》
ミ
〈
卵
三

の
い
ず
れ
で
あ
ろ
う
か
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
若
し
も
、
〉
°
、
〈
柵
゜
、
で
あ
れ
ば
、

マ
ル
ク
ス
の
主
張
が
正
し
く
、
ス
ミ
ス
の
《
v
＋
m
へ
の
交
換
価
値
の
分
解
》
の
主
張

｝
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は
《
空
虚
な
遁
辞
》
に
終
る
だ
ろ
う
。
た
だ
、
跨
三
と
》
ミ
の
比
較
に
あ
た
っ
て
☆
こ

‖
O
（
へ
1
ー
ピ
N
…
…
、
さ
）
で
あ
る
よ
う
な
列
、
す
な
わ
ち
、
労
働
以
外
に
い
か
な

る
生
産
手
段
を
も
消
費
し
な
い
生
産
物
は
な
い
。
と
こ
ろ
で
パ
（
ぺ
、
）
の
》
°
、
と
（
◎
。
、
）

O
》
巳
は
、
相
互
に
比
較
し
あ
え
る
形
に
な
っ
て
お
り
、
適
当
な
制
限
を
加
え
れ
ば
、

両
者
の
大
小
が
明
か
と
な
ろ
う
。
だ
が
、
こ
の
（
べ
。
）
の
》
三
と
（
°
。
、
）
の
》
こ
の
比

較
に
は
、
ま
だ
、
い
く
つ
か
の
障
碍
が
あ
る
。
本
稿
で
は
、
む
し
ろ
》
巳
と
》
3
が
相

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ

互
に
比
較
可
能
な
形
（
（
べ
、
）
什
（
c
。
、
）
の
よ
う
に
）
に
変
形
し
う
る
か
が
、
ま
ず
、
最
初

の
目
標
で
あ
っ
た
。
こ
の
目
標
は
、
そ
の
限
り
で
達
せ
ら
れ
た
。
こ
の
目
標
を
達
成
す

る
限
り
で
は
、
A
を
冒
a
昌
標
準
型
に
変
換
す
る
こ
と
で
十
分
で
あ
っ
た
。
が
、

》
ミ
〈
＞
S
を
検
討
す
る
に
は
、
固
有
値
を
実
数
に
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
り
、
実
数

行
列
A
は
実
数
の
範
囲
内
の
み
で
、
つ
ぎ
の
形
に
変
形
で
き
る
か
ら
、

　
＝
国
ー
》
悼
一
1
1
P
　
＞
1
1
“
＋
S

こ
れ
を
用
い
て
、
》
°
ご
》
言
を
求
め
て
、

ぎ
の
機
会
に
譲
る
。
　
　
　
　
　
　
　
、

、

比
較
す
れ
ば
よ
い
。
か
か
る
比
較
は
、
つ

　
遡
及
を
有
限
回
に
限
っ
て
考
え
る
マ
ル
ク
ス
か
ら
み
れ
ば
《
空
虚
な
遁
辞
》
に
み
え

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ
　
　
　

ゐ
ス
・
ベ
ス
の
《
v
＋
m
》
へ
の
《
交
換
価
値
の
分
解
》
も
、
こ
れ
を
極
限
の
考
え
か
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

み
れ
ば
、
決
し
て
《
空
虚
の
遁
辞
》
で
は
な
い
。
マ
ル
ク
ス
の
有
限
の
も
の
の
考
え
方

　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
　
　
の

に
対
し
て
、
ス
ミ
ス
が
極
限
の
考
え
方
に
よ
っ
て
、
同
じ
対
象
を
捉
え
た
と
い
う
こ
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ
　
　
　
　

で
あ
る
。
同
一
対
象
の
異
な
る
把
握
、
す
な
わ
ち
、
マ
ル
ク
ス
の
有
限
的
な
把
握
に
対

　
　
　
　
　
コ
　
　
　
コ

し
ス
ミ
ス
が
極
限
の
把
握
を
し
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　
若
し
も
、
マ
ル
ク
ス
の
い
う
よ
う
に
、
『
結
局
に
お
い
て
』
、
《
v
＋
m
へ
の
交
換
価
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ほ

値
の
分
解
》
が
不
可
能
だ
と
し
た
ら
、
《
価
値
実
体
》
を
《
抽
象
的
人
間
労
働
》
に

　
　
㈱
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

《
還
元
》
す
る
こ
と
は
、
い
か
に
し
て
可
能
な
の
で
あ
ろ
う
か
？

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
と
に
か
く
、
ス
ミ
ス
の
極
限
の
考
え
方
と
マ
ル
ク
ス
の
有
限
の
考
え
方
の
差
異
に
注

目
す
べ
き
で
あ
る
。
同
一
対
象
の
把
え
方
の
差
異
に
注
目
す
べ
き
で
あ
る
。

　
尚
、
い
う
ま
で
も
な
い
こ
と
で
あ
る
が
、
経
済
学
的
解
釈
を
数
学
的
形
式
に
移
し
て

検
討
す
る
こ
と
は
、
経
済
学
を
一
層
精
密
な
も
の
に
し
て
く
れ
る
。
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